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Development of the Program of the Gradation Map and 




























































































































SX~(Vll+V21+V31)ー(V13+V23+V33))!6 Dx， I (3) 
Syベ(Vll+V，計V'3)-(V3，+V3叶V33))!6DyJ 
または
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式 (2)式 (3)式 (4)式の組み合わせにより計
算される傾斜量の値は異なる。プログラムで





























































































































第 3 図と同様に、大規模扇状地(量値 1~ 小


























































































































































































































































































































































































































1 干拓地 2:t酬滋 s自然堤防&'埴土
4 後・温姐 5 展状絶及び谷底平野



























































































































(httv: 1山1iv.y部1.ac.jpjk部 ai/kmokt剥 ltml)
で公開の予定である。
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